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の 正面路線の判定

Q ：図のように2本の
路線に面する宅地の価額

を評価する場合には、ど

ちらの路線を正面路線と

したらよいのでしょうか
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その宅地の接する路線価に奥行価格補

正率を乗じて計算した金額の高い方の路線と

します。

【解説】

正面路線は、実際に利用している路線であ

るかどうかに関係なく、原則として、その宅

地の接する路線価に奥行価格補正率を乗じて

計算した金額の高い方の路線とされています。

また、路線価に奥行価格補正率を乗じて計算

した金額が同額となる場合には、原則として、

路線に接する距離の長い方の路線を正面路線

とします。

ただし、奥行価格補正後の路線価の高い方

の路線を正面路線とすることが実情に即さな

いと認められる場合には、個別に判断するこ

とになります。例えば、次の図のように、路

線価の影響を受ける度合いが著しく低い立地

条件にある宅地の

場合には、その宅

地が影響を受ける

度合いが最も高い

と認められる路線

を正面路線として
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